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 会
長
あ
い
さ
つ 

会
長 

佐
野 

常
雄
（
昭
和
三
十
一
年
卒
） 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
月
の
定
例
総
会
で
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
、
電
友
会
会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。 

 

本
当
に
恥
ず
か
し
い
会
長
で
ご
ざ
い
ま
す
。
実
は
、
電

気
科
卒
業
後
、
電
気
関
係
へ
の
就
職
は
せ
ず
就
任
を
お

許
し
戴
き
た
く
、
私
の
生
涯
の
一
端
を
申
し
上
げ
ご
理

解
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
年
、
菊
地
巌
電
気
科
長
か
ら
『
工
場
経
営
』

の
教
科
を
教
わ
り
、
工
場
で
の
物
づ
く
り
は
、
人
が
つ

く
る
、
そ
の
「
人
」
の
善
悪
で
、
良
い
も
の
出
来
る
良
い
「
人
」
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
卒
業
の
年
に
父

（
五
十
一
歳
）
が
病
気
入
院
な
の
で
、
自
宅
の
農
業
を
手
伝
い
な
が
ら
の
職
場
を

村
の
Ｊ
Ａ
（
農
協
）
に
九
年
間
、
農
民
の
方
々
へ
の
社
会
的
経
済
的
地
位
の
向
上

の
為
に
、
各
種
の
資
格
を
取
得
し
て
農
家
の
方
々
が
喜
ん
で
農
業
に
従
事
す
る
こ

と
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
か
ら
村
役
場
職
員
を
三
十
三
年
勤

め
る
中
で
、
村
公
民
館
の
社
会
教
育
を
担
当
し
、
東
北
大
学
の
講
習
に
社
会
教
育

主
事
の
資
格
を
戴
き
、
村
民
を
対
象
と
し
た
「
生
涯
学
習
」
を
薦
め
、
「
人
」
は
、

自
分
の
職
業
以
外
に
趣
味
を
持
ち
、
健
康
な
体
で
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
、
社
会

奉
仕
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
施
設
慰
問
を
し
て
、
喜
ん
で
戴
い
て
お
り
ま
す
。
電

友
会
会
員
、
又
は
、
入
会
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ま
に
も
、
定
年
退
職
後
、
公
民
館

等
で
学
習
や
趣
味
の
講
座
で
学
び
得
て
、
余
生
を
楽
し
く
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
又
、

村
役
場
退
職
後
平
成
十
年
か
ら
「
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動 

両
沼
地
区
協
議
会
」

に
入
会
し
、
現
在
事
務
局
長
と
し
て
、
次
の
図
の
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
こ
と
を
紹
介
し
、
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

      
 

      

こ
の
こ
と
が
達
成
さ
れ
た
社
会
は
、
明
る
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
合
掌 

   

退
任
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
会
長 

菊
地 

良
三
（
昭
和
三
十
七
年
卒
） 

 

 

昨
年
十
月
の
電
友
会
総
会
に
お
い
て
役
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
会
長
職
を
退
任
致
し
ま
し
た
。
二
年
間

と
い
う
短
い
期
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
楽
し

く
活
動
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員

諸
氏
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
特
に
事
務
局
の
皆
様
に
は
会
の
運
営
全
般
に

亘
り
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
頂
き
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

電
友
会
は
同
窓
生
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
、
春
の
「
史
跡
探
訪
」
秋
の
「
設
備
見
学
」
が
あ
り
ま
す
。
春
の
「
史
跡

 

電

友

会

だ

よ

り 

（
発
行
日
） 

 
 

平
成
二
十
九
年 

 
 
 

 

三
月
一
日 

（
発
行
責
任
者
） 

 
 
 

佐
野 

常
雄 

感 か
ん 

謝 し
ゃ 

あ
り
が
と
う 

何
ご
と
も 

協
き
ょ
う 

調
ち
ょ
う 

皆
ん
な
仲
よ
く 

楽
し
く
す
る
こ
と 

奉 ほ
う 

仕 し 

私
が
し
ま
す 

人
か
ら
頼
ま
れ
る

前
に
す
る
こ
と 

私
達
は
人
の
作
っ
た

も
の
で
生
か
さ
れ
て

い
る
の
で
、
す
べ
て
の

も
の
に
あ
り
が
と
う

と
言
う
こ
と 

生
か
さ
れ
て
い
る

人
々
と
仲
よ
く
楽
し

く
す
る
こ
と 

助
け
て
戴
い
た
方
々
や

困
っ
て
い
る
方
々
へ
お

手
伝
い
を
し
て
や
る 
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探
訪
」
は
、
特
に
戊
辰
戦
争
関
連
を
は
じ
め
と
す
る
会
津
の
歴
史
及
び
会
津
の
仏

教
関
係
等
に
つ
い
て
幅
広
く
学
ん
で
い
ま
す
。
講
師
は
先
輩
の
大
川
原
史
郎
さ
ん

に
お
願
い
し
、
詳
細
な
解
説
を
頂
き
毎
回
参
加
者
一
同
大
満
足
の
一
日
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
秋
の
設
備
見
学
は
自
動
車
関
連
産
業
、
精
米
工
場
、
ラ
ン
ド
セ
ル

製
作
工
場
等
あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
な
い
業
種
の
実
態
に
触
れ
、
視
野
の
拡
大
に

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
参
加
者
が
地
元
居
住
者
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
残
念
で
す
。 

 

あ
と
大
き
な
事
業
と
し
て
は
「
電
友
会
だ
よ
り
」
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
電
友
会
員
相
互
及
び
母
校
会
工
電
気
科
の
情
報
交
換
手
段
で
、
同
窓
生
の
「
絆
」

紹
介
と
母
校
会
工
電
気
科
生
徒
の
活
躍
、
進
路
関
係
の
様
子
、
先
生
方
の
思
い
等

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
毎
年
十
月
に
は
、
当
年
度
事
業
の
ま
と
め
と
次
年
度
の
計
画
を
審
議

す
る
「
定
例
総
会
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
年
一
回
の
催
し
と
い
う
こ
と
で
、
地

元
は
勿
論
関
東
地
方
か
ら
ま
た
近
年
は
岡
山
県
在
住
の
先
輩
の
参
加
も
得
ら
れ
、

一
連
の
審
議
事
項
を
経
由
し
、
懇
親
会
の
場
で
は
多
彩
な
余
興
と
母
校
の
校
歌
、

応
援
歌
を
青
春
の
血
を
滾
ら
せ
な
が
ら
の
大
合
唱
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
毎
年
楽
し
く
賑
や

か
に
活
動
で
き
た
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

ま
た
会
員
拡
充
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
ま
し
た
が
高
齢
化
で
体
調

を
崩
さ
れ
る
方
、
ご
逝
去
さ
れ
る

方
な
ど
で
退
会
さ
れ
る
方
が
多
く
、

新
規
入
会
者
を
上
回
り
会
員
拡
充

に
つ
な
が
ら
な
い
現
状
に
あ
る
こ

と
が
非
常
に
残
念
で
す
。
今
後
新

規
入
会
者
が
増
え
、
電
友
会
が
益

々
充
実
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

《
電
友
会
の
活
動
報
告
》 

◇
史
跡
探
訪(

五
月) 

 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局  

白
井 

達
夫
（
昭
和
四
十
三
年
年
卒
） 

 

新
緑
の
五
月
二
十
三
日
、
会
員
十
四
名
で
「
河
東
地
区
の
文
化
財
を
訪
ね
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
昭
和
三
十
年
電
気
科
卒
で
会
津
史
談
会
副
会
長
の
大
川
原
史
郎
氏

の
案
内
で
開
催
し
ま
し
た
。 

以
下
、
大
川
原
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
を
参
考
に
探
訪
個
所
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
藤
倉
二
階
堂
（
延
命
地
蔵
堂
）】 

所
在
地
：
会
津
若
松
市
河
東
町
倉
橋
字
藤
倉
１
６
０
の
２ 

延
命
寺
（
真
言
宗
豊
山
派
）
は
徳
一

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
境
内
の
延
命
地
蔵
堂
は
室
町
中

期
の
建
立
で
、
主
屋
が
桁
行
・
梁
間
共

に
三
間
、
裳
階(

も
こ
し)

が
桁
行
・
梁
間

共
に
五
間
の
寄
棟
造
り
の
禅
宗
様
建
築

で
、
屋
根
が
重
層
に
な
っ
て
い
る
た
め

一
見
、
二
階
建
て
を
思
わ
せ
る
外
観
か

ら
藤
倉
二
階
堂
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

造
形
の
美
し
い
建
造
物
と
い
う
こ
と
で

明
治
三
十
六
年
特
別
保
護
建
造
物
に
指

定
さ
れ
、
現
在
は
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
内
部
に
は
禅
宗
様

の
須
弥
壇(

し
ゅ
み
だ
ん)

が
置
か
れ
、
厨

子
に
は
台
座
か
ら
左
足
を
踏
み
下
げ
、

右
足
を
立
ち
膝
に
し
、
そ
れ
に
右
腕
の
肘
を
乗
せ
、
頬
に
手
を
当
て
て
い
る
「
半

跏
趺
座(
は
ん
か
ふ
ざ)

延
命
地
蔵
尊
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

【
伝
皆
鶴
姫
墓
】 

藤
倉
二
階
堂
に
近
い
藤
倉
集
落
の
東
に
、
源
義
経
と
皆
鶴
姫
の
悲
恋
を
伝
え
る

藤倉二階堂 
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碑
が
あ
る
。（
気
仙
沼
の
観
音
寺
に
も
皆
鶴

姫
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
言
う
） 

平
家
打
倒
を
願
う
義
経
は
、
鬼
一
法
眼

の
兵
法
秘
伝
書
『
六
韜(

り
く
と
う)

三
略
』

を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
が
許
さ
れ
ず
、

養
女
の
皆
鶴
姫
を
通
し
て
密
か
に
秘
伝
書

を
書
き
写
し
た
と
云
う
。
そ
の
後
、
平
氏

の
追
求
が
厳
し
く
な
り
京
都
を
離
れ
平
泉

へ
。
そ
れ
を
知
っ
た
皆
鶴
姫
は
義
経
と
の

子
・
帽
子
丸
を
抱
き
腰
元
や
従
僕
を
連
れ

義
経
を
追
い
此
の
地
ま
で
着
い
た
。
義
経

の
行
方
は
解
ら
ず
思
い
余
っ
て
帽
子
丸
と

共
に
沼
に
身
を
投
げ
た
が
助
け
ら
れ
、
帽

子
丸
だ
け
は
溺
死
し
、
こ
の
沼
は
帽
子
沼

と
名
付
け
ら
れ
た
。
帽
子
沼
：
神
指
町
柳
原
菅
原
神
社
の
東
に
あ
っ
た
沼
。
現
在

沼
は
残
っ
て
い
な
い
。 

藤
倉
村
に
辿
り
つ
い
た
時
に
は
皆
鶴
姫
は
病
に
臥
せ
、
村
人
た
ち
の
手
厚
い
看

護
に
よ
り
春
を
迎
え
た
。 

難
波
の
池
に
遊
び
に
行
っ
た
時
、
水
面
に
映
る
や
つ
れ
た
自
分
の
姿
を
見
て
驚

き
、
池
に
身
を
投
げ
て
し
ま
っ
た
。
十
八
歳
で
あ
っ
た
と
言
う
。
従
僕
た
ち
に
よ

り
池
の
畔
に
墓
が
建
て
ら
れ
た
。
難
波
池
：
な
に
わ
の
い
け
。
墓
の
西
方
に
池
跡

を
偲
ば
せ
る
所
が
僅
か
な
が
ら
残
る
。 

 

【
八
葉
寺
】
所
在
地
：
会
津
若
松
市
河
東
町
広
野
字
冬
木
沢
２
０
８ 

八
葉
寺
縁
起
に
よ
る
と
空
也
上
人
が
京
を
発
っ
た
の
が
康
保
二
年(

９
６
５)
霜

月
で
、
会
津
に
は
翌
年
の
初
夏
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
北
の
方
角
に
紫
雲
の
た

な
び
く
の
を
見
て
辿
り
つ
い
た
所
が
冬
木
沢
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
に
堂
宇
を
建
て

仏
像
を
安
置
し
、
手
ず
か
ら
独
鈷
杵(

ど
っ
こ
し
ょ)

を
持
っ
て
井
戸
を
掘
っ
た
。
す

る
と
忽
然
と
清
水
が
湧
き
出
し
、
そ
の
流
末
に
は
八
葉
の
白
蓮
が
生
じ
た
。
上
人

は
驚
き
か
つ
悦
び
、
寺
山
号
を
如
来
山
八
葉
寺
と
名
付
け
、
こ
こ
を
終
生
の
布
教

の
地
と
定
め
た
。
時
に
上
人
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。 

境
内
は
、
阿
弥
陀
堂
（
正
面
）
国
重
要
文
化
財
（
文
禄
年
間
再
建
）
三
間
四
面
・

屋
根
（
入
母
屋
・
茅
葺
）
を
本
堂
と
し
、
右
に
十
王
堂
、
左
に
空
也
上
人
像
を
安

置
す
る
空
也
堂
、
奥
に
空
也
上
人
墓
地
の
奥
之
院
（
奥
）。
寺
名
の
由
来
と
な
っ
た
、

か
つ
て
八
葉
の
蓮
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
池
「
閼
伽
井(

あ
か
い)

」
が
あ
る
。 

会
津
地
方
で
は
盆
前
の
八
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
期
間
、
八
葉
寺
に
死
者
の

供
養
の
た
め
に
参
詣
す
る
「
冬
木
沢
参
り
」
の
習
俗
が
あ
る
。
家
族
が
死
亡
す
る

と
死
者
の
初
盆
前
に
家
族
が
故
人
の
歯
、
骨
、
爪
、
毛
髪
な
ど
の
一
部
を
持
ち
寄

り
、
木
製
の
小
型
納
骨
塔
婆
や
納
骨
器
に
納
め
、
八
葉
寺
に
奉
納
す
る
。
こ
の
「
冬

木
沢
参
り
」
習
俗
で
文
禄
年
間
か
ら
現
在
ま
で
約
一
万
五
千
点
の
小
型
納
骨
塔
婆

が
納
骨
堂
に
収
納
さ
れ
て
い
る
（
国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
）
。
ま
た
、
「
空

也
念
仏
踊
り
」（
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
）
が
毎
年
八
月
五
日
に
空
也
堂
前

で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

当
日
は
前
記
の
史
跡
に
加
え
「
暦
応(

り
ゃ
く
お
う)

の
碑
」
や
「
藤
倉
館
」
を
約

二
時
間
で
巡
り
、
心
地
良
い
汗
を
流
し
た
後
、
昼
食
会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

毎
回
、
充
実
し
た
資
料

提
供
お
よ
び
案
内
役
の
大

川
原
さ
ん
に
御
礼
申
し
上

げ
、
史
跡
探
訪
の
報
告
と

し
ま
す
。 

     

八
葉
寺
に
て 

伝皆鶴姫墓

所 
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◇
施
設
研
修
会(

八
月)

 

副
会
長 

 

鹿
目 

忠
明
（
昭
和
四
十
年
卒
） 

 
今
年
の
施
設
見
学
会
は
八
月
三
十
日
午
後
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。 

行
き
先
は
、
「
株
式
会
社
東
北
む
ら
せ
ラ
イ
ス
福
島
工
場
」
、
ラ
ン
ド
セ
ル
メ
ー

カ
ー
の
「
株
式
会
社
羅
羅
屋(

ら
ら
や)

会
津
若
松
工
場
」
で
す
。 

い
つ
も
の
よ
う
に
十
三
時
飯
盛
山
駐
車
場
に
集
合
で
す
。
折
り
し
も
台
風
が
接

近
中
で
、
雨
と
風
の
中
で
集
合
を
待
ち
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
少
し
少
な
い

十
一
名
で
し
た
。 

四
台
の
車
に
分
乗
し
、
磐
梯
河
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
脇
の
「
む
ら
せ
」
に
向

か
い
ま
し
た
。 

こ
の
工
場
で
は
集
荷
組
合
等
か
ら
購
入
し
た
玄
米
を
精
米
し
出
荷
し
て
い
ま
す
。

最
初
に
会
議
室
で
佐
藤
工
場
長
に
会
社
概
要
と
製
造
工
程
を
説
明
し
て
い
た
だ
い

て
か
ら
工
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
安
全
で
お
い
し
い
お
米
を
福
島
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
月
産
約
四
千
ト
ン
を

加
工
し
て
い
ま
す
。
入
荷
し
た
米
は
放
射
能
検
査
に
合
格
し
た
も
の
だ
け
が
工
場

内
に
搬
入
さ
れ
ま
す
。
玄
米
工
程
と
精
米
工
程
を
経
て
製
品
別
包
装
ラ
イ
ン
か
ら

出
荷
さ
れ
ま
す
。
各
工
程
で
石
や
ゴ
ミ
な
ど
の
異
物
を
自
動
で
取
り
除
き
ま
す
。

最
後
に
金
属
検
出
機
を
通
過
し
ま
す
。
光
セ
ン
サ
ー
と
エ
ア
ガ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た
不
良
米
の
検
出
機
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
包
装
さ
れ
た
米
袋
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
で
運
ば
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
自
動
的
に
一
定
数
を
荷
崩
れ
し
な
い
よ
う
に

向
き
を
変
え
て
積
ん
で
い
く
。
こ
れ
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
に
よ
る
ラ
イ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
に
も
対
応
で
き
る
そ
う
で
す
。
品
質
管
理
室

に
は
一
合
炊
き
く
ら
い
の
小
さ
い
炊
飯
器
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
実
際
に
炊
い
て
食

味
を
確
認
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
最
新
の
設
備
が
並
ん
だ
工
場
に
た
だ
感
心

す
る
ば
か
り
で
し
た
。 

次
に
、
株
式
会
社
羅
羅
屋
会
津
若
松
工
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

河
東
総
合
体
育
館
の
隣
に
あ
り
、
２
０
１
２
年
に
で
き
た
き
れ
い
な
工
場
で
す
。

最
高
級
の
人
工
皮
革
「
バ
ル
バ
イ
オ
５
」
を
使
用
し
、
形
態
安
定
加
工
を
取
り
入

れ
強
く
て
丈
夫
、
背
負
い
や
す
い
な
ど
、
安
心
、
安
全
、
高
品
質
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
玄
関
を
入
る
と
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
お
り
製
品
の
ラ

ン
ド
セ
ル
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
赤
か
黒
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
し
か
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
ピ
ン
ク
、
ブ
ル
ー
、
紫
、
緑
と
い
っ
た
カ
ラ
フ
ル

さ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
赤
と
黒
も
あ
り
ま
す
。
昔
は
Ｂ
５
版
タ

イ
プ
で
し
た
が
今
は
Ａ
４
版
が
Ｏ
Ｋ
と
、
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
人

も
使
え
る
角
型
の
ラ
ン
ド
セ
ル(

？)

も
あ
り
ま
す
。
手
提
げ
鞄
を
背
負
う
よ
う
な

感
じ
で
す
。 

案
内
し
て
く
だ
さ
る
か
わ
い
い
お
姉
さ
ん
か
ら
工
場
の
概
略
を
説
明
し
て
い
た

だ
い
て
か
ら
見
学
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
皮
を
裁
断
し
縫
い
合
わ
せ
て
で
き
あ
が

る
の
で
す
が
、
大
き
さ
が
違
う
い
ろ
い
ろ
な
パ
ー
ツ
が
あ
る
の
で
工
程
は
５
０
０

に
も
な
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
に
は
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
工
場
内
で
は
工
程
ご
と

に
ま
と
ま
り
、
ミ
シ
ン
で
手
際
よ
く
縫
い
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
一
見
し
た
だ
け
で

は
ど
こ
の
部
分
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ
た
り
ま
え
か
な
・
・
・
見
学
後
、
ラ
ン
ド

セ
ル
生
地
を
使
っ
た
物
作
り
体
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
番
簡
単
そ
う
な
「
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
」
を
作
り
ま
し
た
。
現
在
、
車
の
キ
ー
用
に
使
っ
て
い
ま
す
。 

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

         

㈱
東
北
む
ら
せ
ラ
イ
ス 

キーホルダー 

ランドセルの羅羅屋

にて 
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◇
定
例
総
会(

十
月) 

事
務
局
長 

白
井 

達
夫
（
昭
和
四
十
三
年
卒
） 

 
第
二
十
二
回
定
例
総
会
お
よ
び
懇
親
会
は
、
平
成
二
十
八
年(

二
〇
一
六
年)

十

月
十
四
日(

金)

に
、
会
津
若
松
市
内
の
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
パ
レ
ス
」
で
、
会
員
二

十
四
名
と
ご
来
賓
の
八
名
を
加
え
た
三
十
二
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
鹿
目
忠
明
さ
ん(

昭
和
四
十
年

卒
・
会
津
若
松
市)
の
司
会
進
行
に
よ
り
物

故
者
に
対
す
る
黙
祷
と
校
歌
斉
唱
の
後
、

星
陽
一
さ
ん(

昭
和
四
十
年
卒
・
東
京
都)

を
議
長
に
選
出
し
、
平
成
二
十
七
年
度(

期

間
：
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
～
平
成
二

十
八
年
九
月
三
十
日)

の
活
動
経
過
報
告
、

会
計
・
会
計
監
査
報
告
さ
ら
に
平
成
二
十

八
年
度
の
事
業
計
画(

案)

・
予
算(

案)
、

会
員
拡
大
に
資
す
る
規
約
改
正(

案)

と
役

員
改
選(

案)

の
各
議
案
が
満
場
一
致
の
拍

手
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
事
終
了
後
に
は
、
会
工
高
・
電
気
科

の
井
上
浩
一
主
任
よ
り
、
卒
業
生
の
進
路

状
況
な
ど
後
輩
の
近
況
報
告
を
受
け
、
後

輩
の
活
躍
に
全
員
の
大
き
な
拍
手
で
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
の
記
念
講
演
は
、
会
津
若

松
市
高
齢
福
祉
課
の
國
廣
多
美
子
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
「
忘
れ
ん
脳
生
活
～
認
知

症
を
防
ぐ
遅
ら
せ
る
」
と
題
し
た
講
義
を

拝
聴
し
ま
し
た
。
会
員
の
年
代
か
ら
し
て

明
日
は
我
が
身
と
の
思
い
か
ら
？
多
く
の

質
問
で
賑
わ
っ
た
講
演
会
で
し
た
。 

恒
例
の
懇
親
会
は
、
中
丸
茂
由
さ
ん(

昭

和
四
十
年
卒
・
会
津
若
松
市)

の
司
会
で
開

会
。
ご
来
賓
を
代
表
し
て
若
狭
春
生
同
窓

会
長
お
よ
び
高
橋
進
一
会
工
高
教
頭
よ
り

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、
田
村
万
司
さ
ん(

昭
和
二
十
七
年
卒
・
泉
崎
村)

の
発
声

に
よ
る
乾
杯
で
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。
佐
野
常
雄
新
会
長(

昭
和
三
十
一
年
卒
・
湯

川
村)

の
大
黒
舞
は
じ
め
根
本
一
雄
さ
ん(

昭
和
三
十
六
年
卒
・
会
津
美
里
町)

の
紹

介
に
よ
る
女
性
二
名
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
披
露
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

お
開
き
は
、
恒
例
に
よ
り
応
援
歌
Ａ
調
、
頑
張
れ
応
援
歌
を
全
員
で
声
高
ら
か

に
歌
い
上
げ
、
青
春
の
熱
い
血
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。 

<

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ> 

次
回
の
第
二
十
三
回
会
工
電
友
会
定
例
総
会
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
日

(

金)

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
、
本
部
同
窓
会
総
会
は
翌

二
十
一
日(

土)

に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

                       
高橋教頭     若狭会長 

<ご来賓挨拶> 

    

 

佐野新会長・大黒舞 

(右)渡部 優生 県会議員 

S55 機械科卒 

(左)村澤 智 会津若松市議 

S62 電気科卒 

声高らかに 応援歌 
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《
会
工
高 

電
気
科
か
ら
の
寄
稿
》 

 
「
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
電
気
科 

上
杉 

風
雅 

  

私
が
会
津
工
業
高
等
学
校
に
入
っ
て
、
約
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
長
い
よ
う
で

短
か
っ
た
こ
の
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
て
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

入
学
し
て
最
初
に
あ
っ
た
出
来
事
は
、
国
家
資
格
の
第
二
種
電
気
工
事
士
の
受

験
で
す
。
電
気
の
知
識
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
私
に
は
未
知
の
世
界
で
し
た
。
し
か
し
、

先
生
方
の
熱
い
ご
指
導
に
よ
り
、
直
前
の
模
擬
筆
記
試
験
の
過
去
問
題
で
は
ク
ラ

ス
の
90
％
が
合
格
点
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
験
本
番
で
は
ク
ラ
ス
の

70
％
が
筆
記
試
験
を
合
格
し
ま
し
た
。 

実
技
試
験
で
は
電
気
関
係
の
器
具
に
触
れ
、
自
分
た
ち
が
簡
易
的
に
工
事
す
る
こ

と
に
感
動
し
ま
し
た
。
結
果
は
筆
記
試
験
合
格
者
の
90
％
が
一
年
生
の
時
点
で
合

格
し
ま
し
た
。 

現
在
で
は
、
二
、
三
年
生
で
再
受
験
し
た
人
も
お
り
、
95
％
が
取
得
し
て
い
ま
す
。 

 

一
年
生
の
時
の
行
事
は
と
に
か
く
す
べ
て
が
初
め
て
で
し
た
。
球
技
大
会
、
競

歩
大
会
、
体
育
祭
、
ミ
ニ
文
化
祭
と
、
三
年
生
の
迫
力
に
押
さ
れ
て
な
る
よ
う
に

な
れ
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。 

行
事
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
体
育
祭
で
す
。
三
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
進
め

た
応
援
練
習
で
、
電
気
科
は
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
が
、
あ
の
時
の
三
年
生
は
と

て
も
頼
り
に
な
っ
て
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
三
年
生
の
お
か
げ
で
電
気
科
が
一

体
と
な
り
応
援
練
習
で
は
優
勝
で
き
ま
し
た
。 

 

一
年
生
の
勉
学
面
で
は
標
準
テ
ス
ト
が
一
番
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
キ
ル
ヒ
ホ

ッ
フ
を
理
解
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
三
元
連
立
方
程
式
で
解
を
求
め
る
の
が
で

き
ず
、
様
々
な
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
電
気
科
の
先
生
だ
け
で
な
く
数
学

の
先
生
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
コ
ン
デ
ン
サ
の
静
電
容
量
を
求
め

る
式
が
覚
え
ら
れ
ず
語
呂
合
わ
せ
を
使
用
し
て
覚
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

二
年
生
に
進
級
し
て
大
き
な
行
事
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
修
学
旅
行

で
す
。
一
日
目
、
二
日
目
と
京
都
に
行
き
金
閣
寺
、
清
水
寺
、
班
別
自
主
研
修
に

行
き
ま
し
た
。 

金
閣
寺
で
は
と
て
も
き
れ
い
な
景
色
で
普
通
の
お
寺
と
は
ま
た
違
っ
た
美
し
さ
が

あ
り
ま
し
た
。
清
水
寺
で
は
よ
く
テ
レ
ビ
で
見
る
風
景
が
広
が
っ
て
お
り
、
テ
レ

ビ
で
見
る
よ
り
も
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
班
別
自
主
研
修
で
は
、

京
都
の
町
を
歩
い
て
都
会
の
一
面
と
歴
史
的
な
一
面
の
両
方
を
楽
し
み
ま
し
た
。

神
明
通
り
の
よ
う
な
風
景
も
見
れ
て
面
白
か
っ
た
で
す
。 

三
日
目
、
四
日
目
は
薬
師
寺
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、
大
阪
城
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
薬
師
寺

で
は
お
坊
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
き
て
面
白
い
な
が
ら
も
内
容
は
と
て
も
た
め
に
な

る
話
で
し
た
。
大
阪
城
で
は
大
阪
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
と
て
も
大
き
な
お
城

な
の
で
上
る
だ
け
で
も
一
苦
労
で
し
た
。
会
津
と
同
じ
よ
う
に
歴
史
が
深
い
街
だ

っ
た
の
で
、
親
近
感
が
あ
っ
た
と
同
時
に
と
て
も
関
心
が
わ
き
ま
し
た
。 

 

二
年
生
の
文
化
祭
で
は
映
画
喫
茶
を
や
り
ま
し
た
。
映
画
を
キ
ャ
ス
ト
、
台
本

と
自
分
た
ち
で
考
え
撮
影
編
集
し
ま
し
た
。
喫
茶
店
は
内
装
外
観
と
も
手
の
込
ん

だ
作
り
に
し
ま
し
た
。
全
員
で
一
つ
の
も
の
を
作
っ
た
の
で
、
団
結
力
が
上
が
り

ま
し
た
。 

 

三
年
生
で
は
学
校
の
最
高
学
年
と
し
て
の
活
動
が
増
え
、
一
年
生
と
は
反
対
に

す
べ
て
の
行
事
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
体
育
祭
で
は
前
回
応
援
合
戦
で

優
勝
し
て
い
た
の
で
気
合
を
入
れ
て
練
習
し
た
の
で
す
が
、
二
年
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
重
な
り
練
習
時
間
が
取
れ
ず
優
勝
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
進
路
に
つ

い
て
は
毎
年
大
手
企
業
に
就
職
す
る
生
徒
が
多
い
の
で
、
内
定
を
も
ら
う
た
め
に

夏
休
み
を
活
用
し
て
毎
日
二
十
時
ま
で
残
っ
て
勉
学
に
励
む
生
徒
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
生
徒
が
大
手
企
業
に
就
職
で
き
ま
し
た
。 

 

三
年
生
も
残
り
わ
ず
か
で
卒
業
し
ま
す
。
名
残
惜
し
い
で
す
が
各
々
が
未
来
の

電
気
関
係
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
日
々
精
進
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 
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「
二
年
間
の
反
省
」 

 

二
年
電
気
科 

渡
邉 

一
輝 

  

会
津
工
業
高
校
電
気
科
に
入
学
し
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
ま
す
。
入
学
式
、
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
る
人
が
多
い
中
、
南
体
育
館
で
担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば

れ
、
四
十
人
が
大
き
な
声
で
返
事
し
た
の
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
日
か
ら
私
達
の

高
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

入
学
し
て
か
ら
す
ぐ
に
、
第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
取
得
に
向
け
て
の
勉
強

が
始
ま
り
ま
し
た
。
入
学
当
時
、
私
達
は
電
気
の
知
識
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
状
態

で
す
か
ら
、
最
初
は
全
員
問
題
を
解
く
の
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
授

業
や
放
課
後
の
補
習
、
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
分
か
ら
な
い
問

題
が
少
し
ず
つ
解
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
、
解
け
ず
に
投
げ

出
す
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
知
識
が
少
し
ず
つ
身
に
付
い
て
行
く
に
つ
れ
、
授
業
・

補
習
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
十
三
名
が
合

格
し
ま
し
た
。 

 

一
年
生
の
時
は
、
す
べ
て
が
初
め
て
で
し
た
。
各
行
事
が
あ
る
ご
と
に
緊
張
と

楽
し
み
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
ク
ラ
ス
・
学
年
が
団
結
し
て
各
行
事
を
成
功

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
気
づ
い
た
ら
、
一
年
生
が
終
わ
り
二
年
生
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

二
年
生
に
な
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
一
番
の

思
い
出
は
修
学
旅
行
で
す
。
三
泊
四
日
の
京
都
・
大
阪
・
奈
良
旅
行
で
す
。
こ
の

旅
行
で
、
班
員
と
協
力
す
る
こ
と
、
助
け
合
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

も
う
数
ヶ
月
で
三
年
生
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
気
持
ち
を
強
く
持
ち
、
自

分
の
進
路
実
現
の
た
め
に
自
分
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
進
路
を
決
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

担
任
の
先
生
や
両
親
と
話
し
合
い
、
一
年
後
に
は
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
笑
っ
て

い
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。 

      

「
電
気
科
で
の
三
年
間
」 

三
年
電
気
科
担
任 

鈴
木 

秀
希 

  

教
員
に
な
っ
て
四
年
目
で
、
初
め
て
の
担
任
を
電
気
科
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
三
年
間
、
電
気
科
で
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

電
気
は
私
た
ち
の
日
常
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

生
徒
と
共
に
発
電
所
や
ダ
ム
を
見
学
す
る
機
会
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々
の
苦

労
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
寸

分
の
狂
い
も
な
く
、
機
械
を
扱
う
様
子
は
普
通
高
校
で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
非
常

に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
な
ど
に
よ
っ

て
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
姿
も
将
来
へ
大
き
な
期
待
を
抱
か
せ
る
有

意
義
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
明
る
い
未
来

の
あ
る
電
気
の
世
界
へ
ク
ラ

ス
の
生
徒
た
ち
が
羽
ば
た
い

て
い
く
と
思
う
と
、
担
任
と

し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
生

徒
に
は
、
電
気
科
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
人
々
の
生
活

を
支
え
て
ほ
し
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
電
気
科

の
卒
業
生
も
例
年
と
同
様
、

電
力
系
企
業
・
電
気
の
保
守

点
検
な
ど
へ
の
就
職
や
大
学

へ
の
進
学
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
常
に
学
び
続
け
る
姿
勢

を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

で
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

Ｅ 
ELECTRICIT

Y 
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「
電
気
科
だ
け
に
」 

電
気
科
主
任 

井
上 

浩
一 

 

会
津
工
業
高
等
学
校
に
赴
任
し
て
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
生
徒
達
の
教
職
員
を

敬
う
姿
勢
に
、
癒
さ
れ
な
が
ら
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

今
年
度
の
三
年
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
就
職
希
望
生
徒
が

県
内
に
十
一
名
、
県
外
に
二
十
名
の
内
定
を
、
大
学
進
学
希
望
生
徒
は
電
気
系
学

部
へ
三
名
、
そ
の
他
の
専
攻
に
六
名
の
合
格
を
勝
ち
取
り
、
全
員
の
進
路
先
が
確

定
い
た
し
ま
し
た
。 

多
く
の
生
徒
の
進
路
先
が
、
電
気
系
で
あ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

電
気
の
魅
力
は
、
日
本
経
済
を
支
え
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
ま
す
。
夜
に

灯
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
電
灯
、
工
業
製
品
を
形
作
る
た
め
の
機
械
工
作
機
器
、

我
々
の
居
場
所
に
快
適
な
環
境
を
作
り
出
す
空
調
設
備
等
、
全
て
電
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。 

国
民
の
90
％
以
上
が
所
持
し
て
い
る
携
帯
電
話
は
、
電
気
業
界
の
発
展
に
よ
り

生
産
さ
れ
た
も
の
で
す
。
心
臓
部
と
な
る
Ｃ
Ｐ
Ｕ
が
高
速
で
あ
る
こ
と
、
バ
ッ
テ

リ
ー
の
長
寿
命
化
、
電
子
部
品
に
筐
体
の
小
型
化
、
液
晶
画
面
の
鮮
明
さ
、
電
波

状
況
を
快
適
に
す
る
た
め
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
全
て
が
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
電
気
を
二
十

四
時
間
安
定
供
給
で
き
る
国
は
先
進
国
で
あ
り
、
発
展
途
上
国
は
停
電
が
未
だ
に

あ
る
そ
う
で
す
。 

本
校
の
卒
業
生
が
、
夏
休
み
に
来
校
し
仕
事
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
東
南

ア
ジ
ア
に
新
工
場
を
設
立
す
る
業
務
に
関
わ
り
、
変
電
設
備
を
設
置
し
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
国
営
の
電
力
会
社
が
停
電
と
な
り
、
通
電
試
験
が
で
き
な
く
て
困

っ
た
と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

海
外
か
ら
の
ラ
イ
ブ
中
継
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
ら
れ
る
現
在
、
停
電
が
あ
る

と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
電
気
関
係
の
環
境
整
備
に
は
、
多
く
の
時

間
と
労
力
が
か
か
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
す
る
ば
か
り
で
す
。
一
方
、
卒
業
生
が

実
際
に
電
気
業
界
を
支
え
る
人
材
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

幸
せ
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。 

電
気
と
い
う
も
の
が
、
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
、
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

電
友
会
の
皆
様
、
本
校
電
気
科
は
、
電
気
業
界
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
工
業
高
校
の
電
気
科
の
資
格
と
い

え
る
第
二
種
電
気
工
事
士
の
今
年
度
の
卒
業
生
の
取
得
率
は
95
％
に
な
り
ま
す
。

日
本
国
の
電
気
供
給
の
需
要
率
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
も
う
一
歩
で
し
た
。
残
り
５
％

さ
れ
ど
５
％
で
あ
り
、
私
た
ち
の
指
導
体
制
の
見
直
し
５
％
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

電
気
の
世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
一
人
で
も
多
く
育
成
す
る
よ
う
に
努
力
い
た

し
ま
す
。 

卒
業
生
へ
、
本
校
電
気
科
の
三
年
間
は
ど
う
で
し
た
か
？ 

本
校
の
学
校
生
活

か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
成
長

で
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
物
事
を
す
す
め
る
の

も
成
長
す
る
の
も
一
歩
ず

つ
で
あ
り
ま
す
。
各
自
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
で
自
分
の

課
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
下
さ
い
。
電
気
業
界
が

日
々
進
歩
す
る
よ
う
に
、

君
た
ち
の
成
長
は
こ
れ
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
前
途
は

明
る
い
。 

“
か
ぢ
の
ま
ち
”
よ
り

応
援
し
て
い
ま
す
。
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  
 

    

 
卒 

業 

 



 

- 9 - 

 

《
会
員
動
向
＆
寄
稿
》 

◎
平
成
二
十
八
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
の
ご
紹
介 

                                                      

 

惜
別 

西
村
一
夫
元
会
長
追
悼
の
こ
と
ば 

 

元
会
長
西
村
一
夫
氏
（
昭
和
31
年
卒
）
は
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
二
年
間
務
め

ら
れ
平
成
二
十
八
年
八
月
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式
で
の
東
北
電
力
㈱
会

津
電
友
会
会
長
佐
藤
敏
雄
様
の
弔
辞
の
内
容
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。 

『
平
成
二
十
八
年
一
月
会
津
電
友
会
の
新
年
会
に
は
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
元
気
な
姿

で
参
加
さ
れ
「
お
互
い
に
無
理
を
し
な
い
で
頑
張
ろ
う
」
と
言
っ
て
別
れ
ら
れ
た

の
が
最
後
で
し
た
。
西
村
先
輩
を
顧
み
ま
す
と
、
昭
和
三
十
一
年
、
東
北
電
力
㈱

福
島
営
業
所
へ
入
社
、
そ
の
後
、
平
・
若
松
・
喜
多
方
営
業
所
に
勤
務
さ
れ
、
一

般
家
庭
に
電
気
を
供
給
す
る
上
で
の
配
電
部
門
の
第
一
線
に
お
い
て
、
常
に
技
術

者
と
し
て
の
強
い
責
任
感
と
誇
り
を
も
っ
て
電
力
の
安
定
供
給
に
多
大
な
る
貢
献

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
の
情
勢
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
電
力
供
給
の
安
定
は
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ
り
、
そ
の
様
な
時
代
背
景

の
中
で
の
勤
務
は
気
の
休
ま
る
暇
も
な
く
気
苦
労
の
多
い
毎
日
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
昭
和
五
十
七
年
福
島
支
店
で
東
北
電
力
の
Ｏ
Ａ
機
器
導
入
に
向
け
て
の
基
準

指
針
な
ど
を
構
築
さ
れ
、
新
設
事
務
機
械
化
の
部
門
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

六
十
三
年
か
ら
、
若
松
・
い
わ
き
・
福
島
営
業
所
各
々
の
副
所
長
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
七
年
会
津
碍
子
㈱
に
出
向
さ
れ
、
平
成
八
年
退
職
に
至
る
ま
で
要
職
に
籍
を

お
か
れ
ま
し
た
。
西
村
先
輩
の
職
場
生
活
面
に
は
、
温
厚
な
人
柄
か
ら
多
く
の
同

僚
に
慕
わ
れ
特
に
後
輩
の
指
導
に
は
優
し
く
時
に
は
厳
し
い
目
を
持
っ
て
接
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
若
手
社
員
に
は
、
技
術
面
の
み
な
ら
ず
日
常
に
於
け
る
常
識
・

生
活
面
な
ど
で
も
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
指
導
は
今
以
っ
て
現
役
の
社

員
に
引
き
継
が
れ
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
技
術
の
東
北
電
力
は
将

来
に
亘
っ
て
健
在
で
あ
り
ま
す
。
定
年
退
職
後
も
家
族
と
多
く
の
仲
間
に
囲
ま
れ

楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
私
共
の
会
津
電
友
会

に
お
い
て
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
っ
て
長
い
期
間
役
員
を
引
き
受
け
て

頂
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
事
務
局
長
、
会
長
に
就
任
さ
れ
た
時
代
は
組
織
の
過

渡
期
に
あ
り
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
み
ん
な

と
話
し
合
い
な
が
ら
地
道
に
克
服
さ
れ
ま
し
た
。
西
村
先
輩
の
求
め
た
会
員
同
士

の
親
睦
と
連
携
を
大
切
に
会
津
電
友
会
永
遠
に
健
全
に
存
在
し
て
い
く
こ
と
を
お

約
束
し
ま
す
。
こ
こ
に
生
前
の
ご
尽
力
ご
苦
労
に
対
し
ま
し
て
深
い
感
謝
の
念
を

捧
げ
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
お
別
れ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責 

佐
野 

常
雄
） 

昭和 40 年電気科卒 

（現:会工電友会監事） 

) 

昭
和
三
十
六
年
電
気
科
卒
（
現:

会
工
電
友
会
監
事
） 

🌸おめでとうございます 

会報掲載にあたっては、福島民報社 

平成 28年 11月 3日の記事を引用しました。 
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お
別
れ
の
言
葉 

 

会
津
若
松
市 

冠
木 

忠
之
（
昭
和
二
十
八
年
卒
） 

  

謹
ん
で
手
代
木
徳
夫
君
を
悼
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
の
夏
も
終
わ
る
頃
、
奥
様
か
ら
手
代
木
君
の
容
態
の
終
焉(

し
ゅ
う
え
ん)

が
近
い
と
の
知
ら
せ
に
病
院
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
こ
ん
睡
の
様(

さ
ま)

で
し

た
。・
・
・
強
く
手
を
握
り
、
大
き
な
声
で
手
代
木
君
と
名
を
呼
べ
ば
、
眼
を
大
き

く
開
き
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
顔
色
も
よ
く
、
安
ら
か
な
様
子
に
、
安
堵
い
た
し

ま
し
た
。・
・
・
そ
れ
な
の
に
悲
し
い
別
れ
に
な
る
事
は
、
痛
恨
や
る
せ
な
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

手
代
木
君
と
の
出
会
い
は
、
終
戦
復
興
果
敢
な
昭
和
二
十
五
年
四
月
、
新
し
い

日
本
の
義
務
教
育
制
度
６
・
３
・
３
・
４
制
度
第
一
回
入
学
生
と
し
て
、
福
島
県

立
会
津
工
業
高
校
電
気
科
に
学
ん
だ
こ
と
で
す
。
矢
の
よ
う
に
過
ぎ
た
、
三
年
間

の
高
校
生
活
、
親
し
く
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
双
子
の

弟
（
利
夫
・
建
築
科
・
本
校
同
窓
会
元
会
長
）
と
共
に
詰
襟
の
制
服
姿
が
よ
く
似

合
う
稀
男(

ま
れ
お
と
こ)

で
し
た
、
少
し
強
引
で
強
靭
な
精
神
と
優
し
い
心
の
持

ち
主
と
、
私
の
心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。
・
・
・ 

 

級
友
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
道
を
歩
み
、
歳
月
が
流
れ
、
「
和
吉
会
」
（
昭

和
二
十
八
年
電
気
科
卒
の
会
・
恩
師
保
志
和
吉
先
生
の
名
を
冠
す
）
で
会
う
こ
と

が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
隔
年
に
開
い
た
「
和
吉
会
」
は
十
八
回
に
な
り
ま
し

た
。
第
三
・
四
回
の
様
子
を
当
時
は
珍
し
い
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
参
加
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掛
け
替
え
が
無
い
宝
物
と
し
て
残
り
ま
し
た
。 

当
時
は
、
保
志
和
吉
先
生
五
十
代
、
小
高
高
校
校
長
、
私
た
ち
は
黒
髪
の
四
十

代
、
皆
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
異
口
同
音
、
意
気
揚
々
、
企
業
戦
士
丸
出
し
で
す
。 

 

手
代
木
君
は
、
三
十
六
年
前
の
第
三
回
和
吉
会
で
、
会
社
の
事
、
家
族
の
事
に

加
え
、
な
ん
と
「
先
生
の
葬
儀
委
員
長
は
俺
が
や
る
」
と
豪
語
し
て
い
ま
す
。
第

四
回
で
は
「
歳
の
順
で
は
先
生
が
先
、
健
康
に
留
意
し
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
歯
に
衣
着
せ
ぬ
、
優
し
さ
を
滲
ま
せ
、
乾
杯
の
音
頭
を
執
る
様
子
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

・
・
・
嗚
呼
そ
れ
な
の
に
、
先
生
よ
り
先
に
逝
く
な
ん
て
誰
も
思
っ
て
い
な
か

っ
た
。 

 

更
に
「
す
で
に
十
五
組
の
仲
人
を
務
め
た
」
と
自
画
自
賛
に
話
す
様
子
は
、
手

代
木
君
の
人
柄
の
表
徴
で
す
。
そ
し
て
「
定
年
の
後
は
、
会
津
で
暮
ら
し
た
い
」

と
将
来
の
思
い
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ユ
ア
テ
ッ
ク
㈱
に
入
社
、
東
北
各
地
の
支
社
や
営
業
所
で
研
鑽
し
、
故
郷
、
福

島
支
社
会
津
営
業
所
所
長
と
し
て
赴
任
、
錦
を
飾
り
ま
し
た
、
退
職
後
は
系
列
会

社
等
の
役
員
を
務
め
、
母
校
、
会
津
工
業
高
校
同
窓
会
役
員
、
電
友
会
第
三
代
会

長
、
会
津
若
松
南
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長
、
会
津
若
松
市
中
友
好
協
会
役
員
等
々
、
果

敢
に
地
域
の
社
会
発
展
、
奉
仕
に
貢
献
な
さ
い
ま
し
た
。 

自
営
業
で
視
野
の
狭
い
私
は
、
会
津
に
戻
ら
れ
た
手
代
木
君
か
ら
、
幅
広
く
研
鑽

を
積
み
、
還
暦
を
越
え
て
も
変
わ
ら
な
い
若
さ
と
勇
気
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
多

く
学
び
ま
し
た
。 

長
い
闘
病
、
幾
度
も
耐
え
乗
り
越
え
た
大
き
な
手
術
、
雌
伏(

し
ふ
く)

の
姿
に

脱
帽
し
ま
す
。・
・
・ 

人
生
の
終
わ
り
方
は
色
々
で
す
が
、
温
か
い
ご
家
族
、
多
く
の
知
音(

ち
い
ん)

に
見
守
ら
れ
て
逝
く
様
は
こ
の
上
な
い
至
福
で
し
ょ
う
。 

葬
儀
は
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
中
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
恩
師
保

志
和
吉
先
生
の
弔
辞
に
感
涙
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
し
て
、
九
十
半
ば
の

師
が
八
十
を
超
え
た
子
弟
に
弔
辞
奉
奠(

ち
ょ
う
じ
ほ
う
て
ん)

を
授
与
す
る
事
は

稀
稀(

ま
れ
ま
れ)

で
、
手
代
木
君
は
何
と
果
報
者
で
し
た
。 

 

手
代
木
君
、
さ
よ
う
な
ら
！
心
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
心
か
ら
ご
冥
福

を
祈
り
ま
す
。 
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《
電
友
会
仲
間
の
活
動
紹
介
》 

「
43
Ｅ(

ヨ
ン
サ
ン
イ
ー)

会
の
近
況
報
告
」 

会
津
美
里
町 

白
井 

達
夫(

昭
和
四
十
三
年
卒) 

 

こ
の
会
は
、
卒
業
の
翌
年
か
ら
渡
部
豊
文
君
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
た
「
新

年
会
」
が
発
端
で
、
以
来
脈
々
と
続
い
て
い
る
歴
史
的
な
同
級
会
で
あ
る
。 

昭
和
四
十
三
年
三
月
の
卒
業
な
の
で
「
43
Ｅ(

ヨ
ン
サ
ン
イ
ー)

会
」
と
称
し
、

現
時
点
で
は
、
会
津
の
九
名
と
郡
山
在
住
一
名
の
十
名
が
常
連
と
な
っ
て
い
る
。 

 

毎
年
一
月
二
日
に
「
新
年
会
」(

会
場
は
神
明
通
り
の
味
処)

、
奇
数
月
の
第
三

土
曜
日
に
は
定
例
会(

中
町
の
某
居
酒
屋
に
午
後
六
時
集
合)

を
開
催
し
、
近
況
報

告
や
思
い
出
話
・
時
事(

爺)

放
談
・
病
気
の
相
談
・
鬱
憤
晴
ら
し
…
ｅ
ｔ
ｃ 

時
の

経
つ
の
を
忘
れ
歓
談
し
連
携
を
深
め
て
い
る
。
近
年
は
、
年
一
回
「
お
泊
り
会
」

を
地
元
会
津
で
開
催
し
、
地
域
経
済
に
貢
献
？
し
て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。 

 

今
後
の
「
43
Ｅ(

ヨ
ン
サ
ン
イ
ー)

会
」
の
目
標
と
課
題(

小
生
の
私
見)

。 

①
と
に
か
く
、
毎
回
み
ん
な
元
気
で
楽
し
く
集
え
る
こ
と
。 

②
間
も
な
く
七
十
歳
→
43
Ｅ
同
級
生
の
「
古
希
の
お
祝
い
」
が
出
来
た
ら
良
い
な
。 

③
常
連
を
増
や
す
。
電
友
会
・
会
工
同
窓
会
会
員
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。 

以
上 

 

＊
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

              

                                 

 

倉
島
和
義 

   

渡
部
豊
文 

  

浅
田 

誠 

  

中
村
喜
美
男 

   

 

真
鍋
利
光 

 

佐
藤
靜
二 

 

白
岩
三
谷 

  

渡
部
幸
雄 

 

白
井
達
夫 

恒例の新年会  乾杯！

  

会員募集！ワイワイガヤガヤ とっても 楽しい会ですよ！ 

（明らかに高齢化です）                    （会津地域の会員少なめかな） 

 
 

職業や年齢を超え、新たな出会いも楽しいものですよ！(#^.^#) 

学生たちの支援もしていますよ （がんばれ、ガンバレ、がんーばーれ、、、） 

              ＯＢ個々人として、できることには限りがありますが。。。。。 

電友会として様々なアイディアを出し合いませんか ？ 

そして電友会のさらなる活性化！（フレーッ、フレーッ、、、） 

                                            

   連絡お待ちしております m(__)m 

◎会員募集担当 ： ４７Ｅ菊地進 kikuchi@kansuiko.co.jp 080-5551-9941 
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12 ページ左上表を参照ください 

卒業年 S26      S43  S50      S62            H20 

 

会 

員 

数 

mailto:kikuchi@kansuiko.co.jp
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「
会
工
電
友
会
」
の
新
役
員  

(
第
二
十
二
回
定
例
総
会
で
改
選
／
任
期
二
年
：
平
成
二
十
八
年
十
月
～) 

 

「
会
工
電
友
会
」
卒
業
年
別
会
員
数(

平
成
二
十
八
年
十
月
末
現
在) 

           

「
会
工
同
窓
会
本
部
役
員
」
に
就
い
て
い
る
電
気
科
卒
業
生
の
紹
介 

  

【
編
集
後
記
】 

今
回
の
「
電
友
会
だ
よ
り
」
は
、
先
輩
役
員
の
叙
勲
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
一
方
、
電
友
会
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
重
鎮 

の
方
々
の
訃
報
は
悲
し
い
限
り
で
す
。
会
員
の
皆
様
、
今
後
と
も
健
康
と
安
全
に

留
意
さ
れ
十
月
の
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！ 

電
気
科
の
皆
様
に
は
年
度
末
の
大
変
お
忙
し
い
中
寄
稿
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
方
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
御
礼
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
   

 (

編
集
委
員 

白
井 

達
夫 

昭
和
四
十
三
年
卒) 

   
   

山
口 

健 (

昭
和
二
十
九
年
卒)

 

役職名 氏   名 卒年 備 考 

会  長 佐野  常雄 S31 新任(前副会長) 

副会長 渡部  昭寿 S34 留任 

 成田  良 S35 留任 

 鹿目 忠明 S40 新任(前庶務) 

監  事 栗城  隆彦 S36 留任 

 長谷川 与一 S40 留任 

会   計 近藤  信行 S40 留任 

事務局長 白井  達夫 S43 留任 

庶   務 菊地  進 S47 新任(前理事) 

理   事 大越 一郎 S35 留任 

 中丸 茂由 S37 留任 

 藤田  晴史 S40 留任 

 渡部 幸雄 S43 新任 

顧   問 栢森  幸雄 S27 留任 

 山口  健 S29 留任 

 荒明  正義 S30 留任 

 根本  一雄 S36 留任 

 菊地  良三 S37 新任(前会長) 

    

    

卒年 会員 卒年 会員 

S 26 ６ S 40 ６ 

S 27 ８ S 41 １ 

S 28 １２ S 42 ２ 

S 29 ６ S 43 ９ 

S 30 ９ S 44 １ 

S 31 １４ S 45 ０ 

S 32 １ S 46 ０ 

S 33 ３ S 47 ２ 

S 34 ９ S 48 ０ 

S 35 ７ S 49 ０ 

S 36 １０ S 50 １ 

S 37 ８ S51～ ０ 

S 39 ３ S 62 １ 

  

会 工 同

窓会 

本 部 役

職名 

氏  

名 

( 敬 称

略) 

卒年 備 考 

筆頭副

会長 

藤 田  

晴史 

S40 本部選出 

副 会 

長 

田 中 

健一 

S42 東京会工会会

長 

副幹事

長 

浅 田  

誠 

S43 若松会工会会

長 

幹  

事 

渡 部  

昭寿 

S34 本部選出 

〃 近 藤  

信行 

S40 本部選出 

〃 野 中 

寿勝 

S50 本部選出 

〃 村  澤 

智 

S62 本部選出 

〃 本 名 

雄一 

H13 近畿会工会事

務局長 

〃 星  

秀明 

S40 福島会工会幹

事長 

〃 長 谷 川

与一 

S40 猪苗代会工会

幹事長 

〃 小 島 

淳一 

S41 本部選出 

〃 白 井  

達夫 

S43 会工電友会事

務局長 

会員の増加を図りましょう！ 

電気科・電子科卒の知人・友

人を勧誘しましょう。 

一報をお待ちしております。 

◎会員募集担当:47E 菊地進 

kikuchi@kansuiko.co.jp 

080-5551-9941 

会員数 １１９名 

 

＊
編
集
委
員 
佐
野 

常
雄(

昭
和
三
十
一
年
卒)

 

菊
地 

良
三(

昭
和
三
十
七
年
卒) 

鹿
目 

忠
明(

昭
和
四
十
年
卒)

  

近
藤 

信
行(

昭
和
四
十
年
卒) 

菊
地 
進
（
昭
和
四
十
七
年
卒
） 

mailto:kikuchi@kansuiko.co.jp

